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「生活環境」の因子 「地域の人間関係」の因子 「自分らしい生き方」の
因子

私は幸福である地域の人々は
幸せである

地域の生活に
満足している

ウェルビーイング・
インパクトの視点

居心地良すぎて、思わず自慢したくなるまち加古川

政策の視点

デジタルと人の
共創基盤の視点

デジタル基盤の整備 デジタル人材の育成・確保

心身が健康な
状態である

地域活動への市
民参加が盛んで

ある

医療機関が
充実している

適度な費用
で住居を確
保できる

防犯対策が
整っており、治
安がよい

子どもたちが
いきいきと暮
らせる

まちなか、公園、川
沿い等で、心地よく
歩ける場所がある

周りの人も楽しい
気持ちでいる

好きな時に好
きなところへ移
動ができる

暮らしやすさ抜群のベッドタウン
自分らしい毎日を
過ごせるまち

人と交流できるまち

スマートシティ推進組織の運営

• マイナンバーカード・デジタルID
• ガバメントクラウド・自治体情報システム統一・標準化
• データ連携基盤（オープンデータ、行政情報ダッシュボード等）
• 地域BWAネットワーク
• 見守りカメラネットワーク、見守りサービス検知ネットワーク

• スマートシティ推進協議会
• スマートシティ推進アドバイザー
• スマートシティ推進支援アドバイザー
• 協働のまちづくり補助金
• Decidimの活用

• 課題解決支援研修の実施
• 階層別研修の実施
• 職員提案制度
• 資格取得支援制度
• スマートフォン講座の実施

医療福祉 住宅環境 子育て移動交通
地域との
つながり

健康状態事故犯罪公共空間

加古川市が実践すべきウェルビーイング政策の全体を整理した「統合マップ」
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加古川市が実践すべきウェルビーイング政策の全体構造の説明

加古川市は京阪神や姫路方面へのアクセスが良く、ベッドタウンとして発展してきたまちである。観光客を呼び寄せる魅力

ある観光資源は少ないが、日々の生活の利便性向上を図るとともに、さまざまな人と交流できるような場づくりを行うことで、

住民が暮らしやすさ、楽しさを実感し、加古川市に住んでよかったと思えるまちを目指す。

居心地良すぎて、思わず自慢したくなるまち加古川

暮らしやすさ抜群の
ベッドタウン

自分らしい毎日を
過ごせるまち

人と交流できるまち

ベッドタウンに特化した施策を充実す

るとともに、子どもも大人も暮らしや

すさを実感できる場づくりを行う。

既存の地域コミュニティにとらわれず、

さまざまな人が交流することができる

場を提供する。

身体的、精神的、社会的にも満たさ

れ、幸せを感じることのできる体制を

構築する。
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40代の幸福度と生活満足度の状況

40代の幸福度
6.1→6.4

40代の生活満足度
5.9→6.3
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加古川市版Decidimでの意見アイデア
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【公共空間】
まちなか、公園、川沿い等で、心地よく過ごせる場所がある

駅前の塾に通わせる
中高生を育てる保護者

駅前の塾に通う
中学生、高校生

駅周辺に住む高齢者

空き時間を
安全に過ごして

欲しい

お金をかけずに
過ごせる場所が

ほしい

余暇を過ごせる
場所がほしい

お金をかけずに
気軽に

過ごせる場所がほしい

買物の途中で休
憩するスペースが

欲しい

趣味などで
集まれる場所がほしい

子どもが塾の空き時間を安
心して安全に過ごせる場所
がほしい

気軽に集まれる、過ごせ
る場所が少ない

買物や趣味を歩いて
楽しみたい

インパクトを最大化政策に関するペルソナ・ロジックツリーを選択する
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【公共空間】まちなか、公園、川沿い等で、心地よく過ごせる場所がある
【ペルソナ】駅前の塾に通わせる中高生を育てる保護者、駅前の塾に通う中学生・高校生

・駅前の塾に通っている生徒が空き時間やバスや電車の
待ち時間を過ごす場所が少ない。
•スーパー等はあるが、買ったものを食べる場所が少ない。

現

状

• 駅前に安心して気軽に過ごせる場所がある。
• 生徒が駅前で過ごしたことに対して愛着を持ち、住み

続けたいと感じる。

将
来
像

【人】
駅周辺の歩行者
周辺店舗

• 歩行者数が増える
（人流計測）

• 歩行者数の計測
• 車流の計測
• 駅周辺店舗との連携

• 駅周辺が魅力のある
場所になる

（地価公示価格）

【もの】
ベンチ、テーブルの設置
ベルデモールの夕方歩行者天国、市
民交流広場の空き時間の活用
（施設予約システム、キャッシュレスの
導入）

• ベンチ、テーブルの数
（ベンチ、テーブルの数）

• フードコートの売り上げ
（売上）

• ２時間無料の自転車置
き場に電源付きベンチや
テーブルを設置

• フードコートの設置

• 人が集まることで多世
代交流につながる（市
民意識調査)地域とのつ
ながり

【金】
他機関、他団体等の協力、
支援

• 市民交流広場の利
用数

（利用状況）

• 施設予約システムの導入
• 中高生限定で空き時間

の無償利用

• 安全安心を実感でき
る

（市民意識調査）

【情報】
情報発信

• SNSのフォロワー増加
（読者数、閲覧数)

• 居場所等の情報発
信（SNS等）

• Wi-Fiスポットの増強

• 住み続けたいと実感で
きる

（市民意識調査（シビック
プライド））

インプット 中間アウトプットアクティビティ 総合インパクト最終アウトプット

• 駅前の塾に通わせる中高生
を育てる保護者の幸福度の
向上（6.1 ⇒ 6.4）

• 駅前の塾に通わせる中高生
を育てる保護者の生活満足
度の向上（5.9 ⇒ 6.3）

• 公共空間のインパクト
（主観・客観偏差値）

主観：48.78⇒50.5⇒56
客観：49.04⇒52   ⇒55

【もの】
通塾用のバス

公共空間 ３年後 ８年後

主観：48.78→50.5 → 56
客観：49.04→52 → 55
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今後、市が導入すべき「ウェルビーイング指標システム」

【属性データ】

 性別
 年齢（層）
 職業
 家族構成
 勤務地
 交通手段
 世帯収入
 趣味
 居住地区
 居住年数

【ウェルビーイングデータ】

 主観データ
• 満足度データ
• 市民満足度調査
• SNSアンケート

 客観データ
• 幸福度データ
• 各種統計データ
• 市財政状況

【分析枠組み・指標】

 階層型＋並列型
• GIS
• レーダーチャート
• ロジックツリー
• ロジックモデル
• 因子分析
• 回帰分析
• 相関分析
• 散布図
• 主観×客観
• 重要度×幸福度
• 重要度×満足度

【分析結果】

 自治体全体
• 幸福度
• 生活満足度

 セグメント・ペルソナ別
• 幸福度
• 生活満足度

X X ⇒
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市が導入すべき「ウェルビーイング指標活用プロセス」

【人材育成】

 階層別研修
（３年目、５年目、係長研修）

 課題解決支援研修
 職員提案
 資格取得支援制度
 人権研修、倫理研修

【報告・モニタリング】

 市民意識調査
 アンケート調査
 事務事業評価（決算）
 各種計画で設定するKPI
 各種附属機関、委員会等
 市ホームページ

【市民参加】

 ワークショップ
• 若者ワークショップ
• 市民会議×熟議
• Decidim

 市長と語るオープンミーティング
 協働のまちづくり補助金

• かわまちづくり
• スマートシティ

 チャレンジオープンガバナンス

X X
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市独自の質問項目や客観指標として追加すべきもの（セカンドレイヤー）

【市独自の客観指標として追加すべきもの】

 人流データ（見守りカメラ）
 施設予約システムの利用者数データ
 地価公示価格
 Wi-Fiスポット数

【市独自の質問項目として追加すべきもの】

 身近なところに余暇を過ごす場所がある
 子どもが遊ぶ場所が充実している
 放課後に若者が時間を過ごす場所がある


